
 

 

 

 

 

 

 

 

NPO の使命は「社会貢献」です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会が NPO 法人化して、早く

も 1 年が経過しました。 

この1年に当会の知名度は飛躍

的に向上し講師やガイドなど、さ

まざまなリクエストをいただい

ています。 

NPO の使命は、社会貢献です。

当会が行う対外活動の現況と将

来展開についてお知らせします。 

 

天理市制 60周年事業に採用！ 

名誉なニュースです。今年の

「天理市制 60 周年記念連携事業」

に、当会が「奈良まほろばソムリ

エと行く 天理のいいとこ再発

見！バスツアー」（2 コース）を応

募したところ、採用決定となりま

した。 

本年中に、天理の奥深い魅力が

分かるバスツアーを実施します。 

 

県下短大への非常勤講師派遣 

 現在、定期的に講師を派遣して

いる近鉄「楽・元気プラザ」（学

園前）、県「奈良まほろば館」（東

京・日本橋三越前）のほか、県下

の短期大学からも講師派遣の依

頼をいただいています。 

本年 9 月からの後期課程で、全

15 コマの「奈良の伝統行事」と

いう正規の授業です。 

複数の会員で対応すべく、準備

中です。 

 

奈良「地理・地名・地図」の謎 

当会広報グループおよび理事

有志で監修作業を進めてまいり

ました新書本『奈良「地理・地名・

地図」の謎』（実業之日本社）が、

このほど「じっぴコンパクト新書」

の 1冊として、発刊されました。 

「1 年のほとんどが雨という土

地がある」「若草山焼きの発端は

野焼き行事か」など、奈良が面白

くなる知的ガイドブックです。 

会員の皆さんにも、特別価格で

斡旋いたします。 

また本書に基づいた連続講座

の展開も準備中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たなバスツアーの企画が続々 

昨年 12 月に奈良朱雀高校・奈

良交通とコラボして実施したバ

スツアー「文楽演目ゆかりの地を

訪ねる」（2 回実施）は大入り満員

で、大好評をいただきました。 

これを受け同社からは新企画

の依頼があり、現在、その実現に

向け準備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良のために、何ができるか 

冒頭にも書きましたが、NPO

の使命は社会貢献です。 

「当会が自分に何をしてくれ

るのか」と期待するのではなく、

奈良を愛する皆さんの知識と経

験をアウトプットして「当会のた

めに、ひいては奈良のために、自

分はどんな貢献ができるのか」を

考え、行動していただきたいと思

います。 

 

（NPO 法人 

奈良まほろばソムリエの会 

専務理事 鉄田 憲男）  

 

ソムリエの風 
特定非営利活動法人 

奈良まほろばソムリエの会会報紙 

発行 特定非営利活動法人 

奈良まほろばソムリエの会 

広報グループ 

〒630-8333  奈良市中新屋町 

23 番地 中江ビル 302 号室 

  あすなろ行政書士事務所内 

 

 

第 8号 
 

2014 年 3 月 7 日 

（平成 26 年 3 月 7 日） 

インプットから「アウトプット」へ舵を切ろう！ 

 

講演の様子 

 

文楽ゆかりの地を訪ねるツアー 

 

山焼きをガイド（若草山麓で） 

－１－ 



 

交流グループでは、記紀万葉と

史跡等探訪の両サークルが、それ

ぞれ独自の活動をしています。 

記紀万葉サークルでは、記紀や

万葉集などの研究発表を行い、翌

月には現地を訪れ、見識と交流を

深める活動を行っています。 

 平成 25 年度は、9 月｢佐保・佐

紀を巡る｣、10 月｢山辺の道｣での

屋外活動、11 月｢葛城王朝は、存

在したのか｣の研究発表をし、翌

12 月には現地を歩きました。 

 

 

 

 

 

 

 

｢葛城王朝は、はたして大和王権

につながるか？｣疑問はあるもの

の楽しい一日でした。 

今後の定例会スケジュールと

して、4 月 12 日屋内活動(テーマ

未定)、5 月 24 日屋外活動(テーマ

未定)、6 月 14 日屋内活動｢記紀に

おける吉備｣、7 月 12 日屋外活動

｢吉備路バスツアー(計画中)｣を予

定しています。 

史跡等探訪サークルでは、ソム

リエの耳学問から現地現物を知

り見識を高めることを目的に、現

地ウォークを開催しています。 

平成 25 年度は、9 月に｢幻の大

仏鉄道の遺構を訪ねて｣、11 月に

は、｢紅葉の浄瑠璃寺・岩船寺・

当尾の石仏を訪ねる｣を実施しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後のスケジュールは4月中旬

に｢巨勢の道を訪ねて｣(巨勢寺跡

の椿と水泥古墳内部見学)、5 月中

旬に｢世尊寺・吉野路寺を訪ねて｣

を計画中です。 

両サークルとも参加者募集の

案内を、ソムリエの会ホームペー

ジ(http://stomo.jp/)に掲載いたし

ます。みなさんのふるってのご参

加をお待ちしております。   

 (交流Ｇ 小林 俊夫) 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

平成 25 年 12 月 21 日（土）午

後1時から奈良ロイヤルホテルに

おいて、25 年の総括と 26 年の飛

躍に向けたイベントとして｢2013 

納会｣を開催しました。当日は、

第Ⅰ部 102 名、第Ⅱ部 58 名のご

参加をいただき、盛会裏に終了し

ました。当日の模様は、翌日の産

経新聞奈良版に掲載していただ

きました。 

 第Ⅰ部では、啓発グループの企

画により会員の研究成果を発表

する｢第 1 回研究発表会｣と、｢雅

楽･舞楽鑑賞会｣を行いました。 

研究発表会では、加藤英之さん

から｢奈良時代の建築の変遷｣、鉄

田専務理事から｢食の文化史｣を、

露木監事から｢入鹿の首塚｣をそ

れぞれ発表していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑賞会では、天理市のグループ

｢雅坊｣による雅楽｢越天楽｣、舞楽

｢蘭陵王｣の公演を鑑賞しました。 

奈良に関わりの深い伝統芸能で

すが、間近で見る機会が少なく、

会員の皆さんも興味津々。雅楽の

あと仮面をつけた舞楽｢蘭陵王｣

が始まると大いに盛り上がり、会

場は興奮のるつぼと化しました。 

第Ⅱ部では忘年会を兼ねた懇親

会を行い、交流を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回実施したアンケート結果

を踏まえ、今後も充実した企画を

行ってまいります。 

なお、｢研究発表会｣は、発表を

聞く皆さんの学習(インプット)だ

けではなく、外部の講演会等にお

いて講師として話ができる(アウ

トプット)スキルを身につけてい

ただくことを目的としています。

次回以降、多くの皆さんの積極的

な研究発表をお待ちしています。    

グループ活動紹介 

－２－ 

「2013 納会」を開催！ 

 

露木監事の研究発表 

（大山 恵功） 

 

舞楽｢蘭陵王｣ 

 
記紀万葉Ｃ 12月「葛城の道」 

 
史跡等探訪Ｃ11月「浄瑠璃寺・当尾」 



 

◆ソムリエを目指して勉強中 

寺が好きで、奈良を知ってるかな

ぁ～なんて気持ちで初年度の試験を

受け不合格。奈良＝寺だけじゃなく、

文学、古墳、地理、歴史等など…知

らないことだらけの自分に唖然。そ

の後数年は受験せずに過ぎましたが、

ご縁があって小北理事長を講師に迎

えた奈良ロイヤルホテル従業員向け

の「奈良まほろば歴史講座」受講を

きっかけに再度勉強し始めました。 

 講座で使われる画像は実際に出掛

け撮ってきたものだと伺い、ガイド

ブックでしか知らなかった場所へ足

を運ぶようになり、今まで意識しな

かった奈良への関心も出てきました。  

その後、一般の受講も始まり、多

くの方と一緒に学んできました。そ

んな時、友の会が NPO法人となり、

入会いたしました。現在、講座で一

緒に学ぶ堀田さん、垣本さん、米山

さん、大島さんと共に保存・継承グ

ループで活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人だと、ついつい行き慣れたと

ころになるのですが、ソムリエの諸

先輩方と活動し、あらためて現地を

歩き、自分の目で見る楽しさを感じ

ています。後をついていくばかりで

すが、新たな視点で学べるようにな

ってきたかなと感じています。 

また、啓発グループの勉強会にも

参加し、貴重なお話を聴講できたり、

普段見ることができないものを見せ

ていただいたり、少し難しいと感じ

るものもありますが、入会したこと

で奈良を学ぶ上での大きなメリット

を感じています。 

 奈良は多くの観光客が訪れます。ホ

テル勤務ということもあり、中南和の

社寺などの質問を受けることも多い

ですが、抽象的な問いかけもあったり

…それでも何とか答えたいと思って

います。そのためには自分の知識も豊

富にしないと…せっかく来られた方

に、もっと奈良を好きになり、奥深さ

を知ってもらいたい。自分自身もっと

奈良を知り、もっと好きになって、胸

をはっておススメはここです！なん

て台詞を言ってみたい！ 

ソムリエまでの道のりはまだまだ

遠いですが、自分のペースで学んで

いけたらいいなと思っています。諸

先輩方々！よろしくお願いします！   

（大西 斉子） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

■清明 

わたつみの 豊旗雲に 入日さし 

今宵の月夜 清明己曾 巻 1-15 

中大兄皇子の有名な三山歌に対

する 2 番目の反歌です。集中屈指

の名歌の一つと言われています。海

上の雄渾な情景がそのまま伝わっ

てくる歌で純粋に楽しみたい歌で

すが、いろいろと論争の多い歌で、

数ある歌の中で一番私のなかで存

在の大きな歌です。 

まずは、この歌の反歌性の問題。

家持と言われる編者自身が「反歌不

似」と編纂時に疑問を呈しています。

それ以外に「伊理比紗之」の読み方、

「己曾」の文法的解釈などがあるよ

うですが、最大の謎は「清明」の読

みかたです。「サヤケカリ」、「サヤ

ケクアリ」、「アキラケク」等々、私

の調べた範囲では 15通りの読み方

がありました。「清」も「明」は意

味も用例も親しんだ漢字であるだ

けにこの論争を調べる度に万葉学

の奥行きを感じ、また万葉集の訓読

に努力された先学に感謝の念を感

じざるを得ません。 

私にはどの説が正しいか分かりま

せんが、何人かの方が主張しておら

れるように「清明」という文字自身

が重要ではないかと思っております。

「清明」は古来より大切にされてい

たようで、『紀』にも邪心のない澄み

きった清らかな心という意味の「清

明心」という言葉が使われています。

四月になれば二十四節季の一つであ

る｢清明｣があり現代の生活にも息づ

いております。三輪の狭井神社前の

池の畔には｢清明｣の石碑があります。

三島由紀夫が『奔馬』の執筆に際し、

三輪山で三日間の参籠した後、感得

した気持ちをこの二字で表したのを

記念して建てられたのだそうです。

ちなみに私の息子の名前は｢清明(せ

いめい)｣といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの万葉集 

 

（沖田 拓司） －３－ 

 
(左から)垣本さん､大西さん､堀田さ

ん､小北理事長､米山さん､大嶋さん 

会員紹介 



＜編集後記＞ 

 NPO法人化から 1 年が経ち、さまざまな活動が本格化してきました。「ソムリエの風」ではこれからも様々な

活動を紹介してまいりますので、よろしくお願いします。 

編集に当たった広報グループメンバーは以下のとおりです。（あいうえお順） 

窪田・小林(誠)・雑賀・沢田・豊田(敏)・辰馬・永井・中村・橋口・廣岡・二上・古川・増戸・松森・米山 

   

■飛鳥の謎の石切り場 

飛鳥地方の石造物には、通称“飛

鳥石”と呼ばれる石が多量に使用

されています。角閃石黒雲母石英

閃緑岩(かくせんせきくろうんもせき

えいせんりょくがん)が正式名称です。

石英閃緑岩の中でも、飛鳥でとれ、

黒雲母の斑点という特徴をもつ岩

石の通称が飛鳥石です。石舞台の

あの巨石や、ミステリアスな酒船

石、愛嬌のある亀石もしかりです。 

みなさんは、石舞台のあの巨石

を切り出した石切り場だとの伝承

がある場所をご存知でしょうか？

石舞台古墳から冬野川(ふゆのかわ)   

に沿って東に向かうと細川谷の奥

に上(かむら)という集落がありま 

す。その 

の集落の 

薬師堂か 

ら谷筋を 

数十メー 

トル上っ 

たところ 

に不動明 

王像が彫 

           られた岩

場が在り、巨岩から滝が落ちてい

ます。実はここが石切り場との伝

承がある場所ですが、うっそうと

しており一人で行くには少し勇気

がいります。周辺を見渡すと、大

小の切り石が散見できますし、そ

れらの石を採ったと思われる巨石

の岩肌が露出しています。詳しい

調査などは行われておらず、確固

たる証拠はありませんが、石舞台

の巨石がここから切り出されたか

もしれないと想像するだけでわく

わくしてきます。どうやってあの

巨石を切り出したのだろうか？

1.3ｋｍも離れている石舞台まで

どんな方法で運んだのだろうか？

イカダを組んで冬野川の水運を

使ったのだろうか？次々と湧き出

てくる謎を考えていると、もう

すっかり気分は古代にタイムス

リップ。みなさんも、一度謎の石

切り場をのぞきに行かれてはどう

でしょうか？暑い季節なら、格好

の清涼の場ですよ。（露木 基勝） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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